
令和５年度 風間杯第６７回全国高等学校選抜レスリング大会実施要項 

主 催  （公財）日本レスリング協会   

 

共 催  （公財）全国高等学校体育連盟 

（公財）新潟市スポーツ協会  BSN 新潟放送 

 

後 援   スポーツ庁 新潟県 新潟市 新潟県教育委員会 新潟市教育委員会 

     （公財）新潟県スポーツ協会 （公財）新潟観光コンベンション協会  

新潟日報社  

 

協 賛  （株）明治 （株）東京スポーツ新聞社 

 

主 管  （公財）全国高等学校体育連盟レスリング専門部 新潟県レスリング協会   

      新潟県高等学校体育連盟レスリング専門部 

 

１．期  日  令和６年３月２７日（水）～３月２９日（金） 

 

  ２．会   場  新潟市東総合スポーツセンター 新潟市東区はなみずき 3-4-1 

 ℡025(272)5150 

 

  ３．競技日程 

 

   ３月２７日（水） 

    7：00     開館 

    7：30～8：00  学校対抗戦メディカルチェック・計量 

    9：30～    開会式 学校対抗戦 １回戦 ２回戦 ３回戦 

 

   ３月２８日（木） 

    7：30～7：45  学校対抗戦・計量 

    7：45～8：15  個人対抗戦メディカルチェック・計量 

    10：00～    学校対抗戦 準々決勝～決勝 

            個人対抗戦 各階級１回戦～２回戦 

   ３月２９日（金）  

    7：30～7：45  個人対抗戦 計量 

    9：30～    個人対抗戦 各階級３回戦～決勝 

            表彰式・閉会式 

 

 ４．競技規則  世界レスリング連盟ルールとし、一部特別ルールを採用する。 

         （トーナメント戦とし、敗者復活戦及び３位決定戦は行わない） 

 

 ５．競技方法 

 

(1) 階 級   

ア、学校対抗戦 51 ㎏級、55 ㎏級、60 ㎏級、65 ㎏級、71 ㎏級、80 ㎏級、125 ㎏

級の７階級とする。51 ㎏級の下限は 45 ㎏とし、125 ㎏級は 92 ㎏を

超えていなければならない。 

   

イ、個人対抗戦 51 ㎏級、55 ㎏級、60 ㎏級、65 ㎏級、71 ㎏級、80 ㎏級、92 ㎏級、 

       125 ㎏級の８階級とする。51 ㎏級の下限は 45 ㎏とし、125 ㎏級は

92 ㎏を超えていなければならない。 

   

 



(2) 試合方法  学校対抗戦、個人対抗戦ともにフリースタイルで行う。 

          試合時間は３分-３０秒-３分とする。 

  (3) 学校対抗戦 

     出場者は申し込みを完了し、計量に合格したものに限る。監督は各級の出場者

を試合開始 30 分前までに所定の用紙に記入の上、本部進行委員に提出する。 

     勝敗の決定は次の順序による。 

ア、勝数の多いチーム 

イ、勝点総数の多いチーム 

ウ、フォール勝ちによる勝数の多いチーム 

エ、テクニカルスペリオリティ勝ちによる勝数の多いチーム 

オ、総獲得テクニカル・ポイントの多いチーム 

カ、総失点テクニカル・ポイントの少ないチーム 

キ、最終試合の勝利チーム 

  (4) 個人対抗戦 

     出場者は申し込みを完了し、計量に合格したものに限る。 

  (5) 変  更 

   ア、学校対抗戦においては、申し込みを完了し、計量に合格したものであれば同階

級内で試合ごとの交代は自由に行うことができる。ただし、１階級２名以内の

エントリーとする。 

   イ、学校対抗戦、個人対抗戦ともに、補欠校、補員を認めない。 

   ウ、学校対抗戦・個人対抗戦ともに、申し込み後の選手の変更、階級の変更は認め

ない。 

  (6) 計  量 

     学校対抗戦は、３月２７日、２８日、個人対抗戦は、３月２８日、２９日に所

定の時刻、場所で行う。なお、学校対抗戦、個人対抗戦ともすべてリミット計

量で行われ、選手は学校対抗戦及び個人対抗戦初日の計量開始時間前に必ずメ

ディカルチェックを受けなければならない。選手は日本レスリング協会登録証

（紙ベース）と ID カードを持参すること。 

 

 ６．引率・監督 

(1) 引率責任者は、学校対抗戦の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人対抗

戦の場合は校長の認める学校の職員とする。校長から引率を委嘱された「部活動

指導員」（学校教育法施行規則第７８条の２に示された者）も可とする。但し、当

該都道府県高体連会長に事前に申請し承認を得ること。 

(2) 監督、コーチ等は、校長が認める指導者とし、日本レスリング協会登録者である

こと。それが外部指導者の場合は、傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険等）

に必ず加入のことを条件とする。 

但し、各都道府県における規定があり、引率・監督者がこの基準より限定された

範囲内であればその規定に従うことを原則とする。 

 

 ７．参加資格 

(1) 学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期過程を含む）に在籍す

る生徒であること。 

(2) 令和５年度に（公財）日本レスリング協会及び（公財）全国高等学校体育連盟レ

スリング専門部へ登録済みの者。 

(3) 選手は、当該競技要項で本大会参加資格を得た者に限る。 

(4) 年齢は平成１７年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、出場は２回までと

し、同一学年での出場は１回限りとする。（「出場」とは登録やエントリーではな

く、試合への出場回数をさし、専門部が責任を持って調整・確認する。） 

(5) 転校後 6 ヶ月未満の者は参加を認めない（外国人留学生もこれに準ずる）。ただ

し、一家転住等やむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可が

あればこの限りではない。 

 



(6) 学校対抗戦において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は

認めない。 

(7) 複数校合同チームの大会参加は認めない。但し、統廃合の対象となる学校につい

ては、統廃合完了前の２年間に限り合同チームによる大会参加を認める。 

 

(8) 選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。 

(9) 参加資格の特例 

  ア、上記の(1)、(2)に定める生徒以外で、当該競技要項により参加資格を満たすと

判断され、都道府県体育連盟が推薦した生徒について、別途に定める規定に従

い大会参加を認める。 

イ、 上記(4)の但し書きについては、学年区分を設けない課程に在籍する生徒

の出場は、2 回までとする。 

 

【大会参加資格の別途に定める規定】 

1. 学校教育法第７２条、１１５条、１２４条及び１３４条の学校に在籍し、都

道府県高等学校体育連盟の大会に参加を認められた生徒であること。 

 

2. 以下の条件を具備すること。 

(1) 大会参加資格を認める条件 

 ア、（公財）全国高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、

それを尊重すること。 

 イ、参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修業年限と

も高等学校と一致していること。また、広域通信連携校の生徒による混

成は認めない。 

 ウ、各学校ににあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が

認められ全国大会への出場条件が満たされていること。 

 エ、各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責

任ある顧問教員の指導の下に適切に行われており、活動時間が高等学校

に比べて著しく均衡を失していず、運営が適切であること。 

(2) 大会参加に際し守るべき条件 

 ア、風間杯全国高等学校選抜レスリング大会開催要項を遵守し、大会申し

合わせ事項に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

 イ、大会参加に際しては、責任ある学校の職員が引率するとともに、万一

の事故に備えて傷害・賠償保険に加入するなど、万全の事故対策を講じ

ておくこと。 

 ウ、大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 

  

 ８．参加制限 

(1) 学校対抗戦 

全国高等学校体育連盟レスリング専門部の各ブロック予選を経て、ブロック代

表常任理事により推薦された学校及び新潟県代表校 

※ 外国人留学生の参加は登録２名以内、出場１名とする。 

  北海道 １校  東 北 ６校  関 東 ８校  東 海 ４校  北 信 ４校 

  近 畿 ６校  中 国 ５校  四 国 ４校  九 州 ８校  新潟県 ２校 

      （１県２校以内）とする。 

(2) 個人対抗戦 

各階級とも全国高等学校体育連盟レスリング専門部の各ブロック予選を経て、

ブロック代表常任理事により推薦された選手及び新潟県代選手 

※ 外国人留学生の参加は各学校１名の参加とする。 

 

  北海道 １名  東 北 ６名  関 東 ８名  東 海 ４名  北 信 ４名 

  近 畿 ６名  中 国 ５名  四 国 ４名  九 州 ８名  新潟県 ２名 

      （同一校同一階級２名以内）とする。 



 ９．参加申し込み 

    個人情報の取り扱いに関して 

    大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ

以外の目的に利用することはありません。 

 

申込方法 

学校対抗戦、個人対抗戦ともに所定の用紙により３部作成し、（コピー可）都

道府県高等学校体育連盟レスリング専門部委員長がまとめる。 

ア、委員長は、各１部をブロック代表常任理事に送付する。 

イ、委員長は、各２部を下記の申込場所に書留郵便で送付する。その際、参加料

振り込みのコピーを同封のこと。 

エ、委員長は参加者データが入力された参加申込書の電子データを、下記申込場

所に示すメールアドレスに電子メールで送信すること。 

ウ、ブロック代表常任理事は、ブロック内の推薦順位一覧票を下記の申込場所に

書留郵便で送付する。 

 

(1) 申込場所 

〒 950-1141 新潟市中央区鐘木 185-1  東京学館新潟高等学校内 

風間杯全国高等学校選抜レスリング大会事務局 樋口雅巳 宛 

        ℡ 025(283)8857  Fax 025(284)7898 

        E-mail    higumasa@rose.ocn.ne.jp 

 

(2) 申込制限 

ア、参加申込書   令和６年２月１５日（木） 必着 

イ、推薦順一覧表  令和６年２月１５日（木） 必着 

 

１０．参加料  

  ア、学校対抗戦  １校  ４５，０００円 

  イ、個人対抗戦  １名   ４，５００円 

  ウ、振込み方法  参加申込と同時に、都道府県専門部委員長がまとめて下記の銀行

口座に振り込むこと。 

  振込先  

指定銀行 新潟市江南区曽野木 2-8-21 第四北越銀行曽野木支店  ℡ 025-285-5201  

口座番号 普通 １１４４１１７ 

口座名義 全国高等学校選抜レスリング大会事務局   樋口雅巳 

 

 

１１．表 彰  

  ア、学校対抗戦優勝校には優勝旗、風間杯（以上持ち回り）、トロフィーを、２・３位

校にはトロフィーを授与する。 

  イ、学校対抗戦・個人対抗戦ともに、１位から３位までに賞状及びメダルを授与する。 

    ５位までの選手・学校に賞状を授与する。 

 

１２．宿 泊  

(1) 宿泊料金 

 A 料金 素泊まり 9,240 円 朝食 1,100 円 昼食 880 円 夕食 2,200 円 

  B 料金 素泊まり 7,480 円 朝食 1,100 円 昼食 880 円 夕食 2,200 円 

 C 料金 素泊まり 6,380 円 朝食 1,100 円 昼食 880 円 夕食 2,200 円 

（いずれも消費税込み） 

 

 



(2) 申込方法 

 ア、所定の用紙で２部作成して、前記の大会事務局宛に申し込むこと。 

 イ、車を利用する場合は、車の台数・大きさを申込書に記入すること。 

  

ウ、宿舎の手配が不必要な場合でも、必要事項を記入して申込書を必ず、大会事務局

宛に送付すること。 

 エ、宿泊の期日・期間・人数などに変更の生じた場合は、速やかに下記へ連絡するこ

と。 

    〒951―8063  新潟市中央区古町通９番町 1456-2 

          新潟市旅館ﾎﾃﾙ協同組合 ℡ 025(228)5225  FAX 025(228)6563 

 

(3) 申込期限   令和６年２月１５日（木）  必着 

 

１３．組合せ抽選  

 

  組合せ抽選会は、令和６年２月１８日（日）に全国高等学校体育連盟レスリング専門

部審判委員会の、全国高等学校選抜レスリング大会抽選規定により、新潟市で行う。 

 

１４．諸会議   

 

全国常任理事会 ３月２５日（月） 16:00 
ＡＮＡクラウンプラザ 

ホテル新潟     025(245)3331 

監 督 者 会 議 ３月２６日（火） 14:00 東総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｻﾌﾞｱﾘｰﾅ 

審 判 会 議 ３月２６日（火） 16:00 東総合スポーツセンター研修室 

 

１５．プライバシーポリシー同意書について 

   参加申込書に同封してください。 

 

１６．連絡事項 

(1)  大会に参加する学校・選手は必ず当該引率責任者によって引率されるものとし、  

引率責任者は、選手のすべての行動に責任を負うものとする。  

(2)  試合着は、専門部審判委員会規定に定められたものを用いること。 

(3)  大会の開閉会式は、参加者全員の参加を原則とする。 

(4)  競技中の疾病、傷害などの応急措置は主催者で行うが、その後の責任は負わない。 

   なお、参加者は健康保険証を必ず持参すること。 

(5)  参加者は受付で ID カード（４cm×３cm の写真貼付）を作成し、計量時に提示す 

ること。 

(6)  旅館等の駐車場を利用する場合は、原則として有料となる。 

(7)  旅館等への早朝の入館は、休息料が必要となる。 

(8)  大会に参加する選手・監督の宿舎は、原則として大会本部で指定した宿舎とする。 

(9)  大会事務局を経ずに宿舎を定めた場合は、必ず大会事務局へ宿泊場所を連絡する

こと。 

(10) 役員・監督・選手輸送の車両は、ステッカーを貼付して体育館駐車場の駐車料金

を無料とする。必要な学校は、宿泊申込書に必要事項を記入すること。（応援の保護

者等は対象外）。 

(11) 監督会議の出席は学校対抗戦監督と個人対抗戦監督（各県 1 名）でお願いします。 


